
チームオレンジの取組の推進

◆「チームオレンジ」とは
認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活面の支援として、市町村がコーディネーター（※）を
配置し、地域において把握した認知症の方の悩みや家族の身近な生活支援ニーズ等と認知症サポーター（基本となる
認知症サポーター養成講座に加え、ステップアップ講座を受講した者）を中心とした支援者をつなぐ仕組み。

（※）認知症地域支援推進員を活用しても可

【事業名】認知症サポーター活動促進・地域づくり推進事業（地域支援事業交付金）
【認知症施策推進大綱：KPI／目標】２０２５（令和７）年

・全市町村で、本人・家族のニーズと認知症サポーターを中心とした支援を繋ぐ仕組み（チームオレンジなど）を整備

チームオレンジ三つの基本
①ステップアップ講座修了及び予定のサポーターでチームが組まれている。
②認知症の人もチームの一員として参加している。（認知症の人の社会参加）
③認知症の人と家族の困りごとを早期から継続して支援ができる

認知症当事者も地域を支える一員として活躍し、社会参加することを後押しするとともに、認知症サポーターの更なる活躍の場を整備

※チームオレンジによる支援はボランティア
で行うことが望ましい。（地域医療介護
総合確保基金を活用した介護人材確保の
ためのボランティアポイントの仕組みの
活用も可能）
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自治体名 人口
（万人）

高齢
化率
（％）

チーム
数

メン
バー数
（人）

チームの構成
個別
支援

普及
啓発

居場
所づ
くり

その
他

1
北海道
北広島市

5.8 33 4 107
本人、認知症支え
合い員、地域住
民等

〇 〇

2
岩手県
矢巾町

2.7 27 1 73

本人・家族、キャ
ラバンメイト連絡
会、おれんじボラ
ンティア、わんわ
んパトロール隊、
高齢者にやさしい
お店等

〇 〇 〇

3
千葉県
千葉市

98 26 3 30

本人、地域のボラ
ンティア団体、認
知症カフェのメン
バー等

〇 〇

4
神奈川県
平塚市

26 29 13 217

ボランティアや民
生委員、自主的な
活動団体で活動
している方

〇

5
静岡県
静岡市

69 31 4 151

自治会、民生委
員・児童委員、地
区社協、住民ボラ
ンティア等

〇 〇

6
静岡県
沼津市

19 32 12 132

家族、地域住民、
サポーター、民生
委員、生活支援
コーディネー
ター、地域包括支
援センター職員等

〇 〇 〇

7
静岡県
藤枝市

14 31 1 88店
認知症の人にや
さしいお店の認定
店

〇

①認知症に優しい地域づくりに関する検
討会の継続開催
②見守り、手伝い、声掛け（認知症の有
無に関わらない）

チームオレンジ　他市の活動事例

H26～認知症サポーター養成講座の受
講店を対象に「認知症の人に優しいお
店・事業所認定制度」を実施。認定店にお
いて、日常的に高齢者の見守りや声掛
け、関係機関との連携を行っている。ま
た、定期的に連絡会を開催し、課題等の
共有を図る。

民生委員やボランティア等、日頃から地
域で活動する方と本人をマッチングする。
（通いの場の日程のお知らせ、前日の電
話、当日自宅へ寄り声掛けを行う等）

１）既存の団体や活動等を「チームオレンジ」とした事例

活動内容

①認知症支え合い事業（H19～）
本人宅へ傾聴ボランティア2名が訪問し、
話し相手や見守りを行う
②認知症サポーターカードの制作
③世界アルツハイマー月間に向けて、図
書館の認知症関連書籍を手作りポップで
紹介

①自宅訪問による生活支援
（サロンや認知症カフェに行くことには抵
抗感のある本人の話し相手等）
②サロンや認知症カフェ等の居場所の運
営
③愛犬家による見守り活動
（愛犬との散歩時間を利用して高齢者の
見守りを行う）
④拠点での軽作業
（本人たちの声から生まれた活動を行う
場）
本人や家族の支援ニーズと、認知症サ
ポーターを中心とした支援を繋ぐ。
①「花を育てたい」「趣味の写真を見てほ
しい」等の本人の希望を聞き出し、認知
症カフェの時間を利用してやりたいこと
の実現を支援。
②認知症カフェでの傾聴や見守り。
③ドラッグストアが提供する交流スペー
スを拠点とした、語り合いの場の開催。

地域包括支援センターごとにチームオレ
ンジを設置。
①認知症カフェの企画、運営
②認知症サポーター養成講座の開催
③アルツハイマーデーに合わせたライト
アップ
④啓発のためのポロシャツ制作
⑤認知症ケアパスの作成
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自治体名 人口
（万人）

高齢
化率
（％）

チーム
数

メン
バー数
（人）

チームの構成
個別
支援

普及
啓発

居場
所づ
くり

その
他

活動内容

8
愛知県
豊明市

6.9 26 1 372

「おたがいさまセ
ンターちゃちゃっ
と」を運営する第
2層生活支援コー
ディネーター、登
録する生活サ
ポーター

〇

9
奈良県
三郷町

2.3 31 4 110
集いの場の参加
者

〇 〇

10
島根県
松江市

20 30 1 10
薬剤師、理学療
法士、社会福祉
士、お店スタッフ

〇

自治体名 人口
（万人）

高齢
化率
（％）

チーム
数

メン
バー数
（人）

チームの構成
個別
支援

普及
啓発

居場
所づ
くり

その
他

1
群馬県
玉村町

3.6 27 3 22
本人・家族・本人
と顔見知りのメン
バー等

〇 〇

2
埼玉県
入間市

15 30 1 55
本人・家族・地域
住民、オレンジ
コーディネーター

〇 〇 〇

3
東京都
清瀬市

7.5 28 1 37
本人・家族・地域
住民、オレンジ
コーディネーター

〇 〇

4
愛知県
瀬戸市

13 30 1 64

本人・家族、オレ
ンジサポーター、
認知症地域支援
推進員等

〇 〇

5
島根県
浜田市

5.2 38 2 61
本人・家族、民生
委員、薬剤師、管
理栄養士等

〇

活動内容

本人の希望に寄り添う活動計画を定めて
実施。（小学生の下校時の声掛け、一人
暮らし高齢者宅へ訪問する見守りウォー
キング等）

本人や家族、地域住民、医療・介護・福祉
の専門職が病気や障害の有無、職種など
に関係なく誰でも気軽に参加でき、話を
することができる場の開催。

住民互助の仕組みである「おたがいさま
センターちゃちゃっと」に登録する生活サ
ポーター向けに認知症サポーター養成講
座とステップアップ講座を実施。その受講
者で構成されるチームで活動。（簡単な掃
除、こみ出し、電球交換、買い物、話し相
手、簡単な剪定等）

自治会単位で設置されている「集いの
場」で認知症サポーター養成講座とス
テップアップ講座を開催。認知症になって
も継続して参加しやすい雰囲気づくりや
見守り体制を整えている。

①居場所づくり（ショッピングモールでの
オレンジカフェを企画・運営）
②研修・勉強会・個別支援（メンバーのス
キルアップ、認サポの手伝い、オレンジカ
フェでの寸劇披露、個別支援の検討）
③普及啓発（アルツハイマー月間の市庁
舎展示、地域のラジオでの普及啓発等）

①空き家を活用した拠点でのサロン活動
（1回/週）
②団地の一角を活用した菜園ボランティ
ア（1回/月）

①個別活動
（本人のやりたいこととサポーターのでき
ることをマッチング）
②普及啓発
（公民館、薬局、スーパー等で認知症講
座やコグニサイズ等を実施。世界アルツ
ハイマー月間に向け、オレンジ色の花を
市内各所で栽培）

①個別活動
（見守り、声掛け、話し相手などのちょっと
したお困り事に対する支援）
②本人の生きがい支援
（薬剤師や管理栄養士などの専門職と脳
トレやフラワーアレンジメント、化粧体験な
どの教室を開催）

２）「チームオレンジ」として新たに団体や活動等を立ち上げた事例
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